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2 月 21 日(水)に、2年理数科による SRⅠの発

表会がありました。 

2 月 14 日(水)に 2年生全員が参加する課題研

究発表会が予定されていましたが、大雪の影響に

よって中止となり、今回は、2年理数科と 1年理

数科が参加する形での開催となりました。 

大雪による休校も相次ぎ、なかなか準備の時間

がとれない中でグループ全員が一丸となって取

り組み、1年間の成果を披露しました。 

                                                   

研究内容の紹介 

   

   

   

 

    

 

    

 

SRⅠ発表会 
発表テーマ（発表順） 

１ 和音について（数学） 

２ 鯖江断層（地学） 

３ 乳酸菌の多面的な利用推進を図るための基礎的な 

研究（生物） 

４ 光触媒加工した繊維をいかに効率よく作るか（化学） 

５ 日野川での小水力発電について（物理） 

６ ウニの初期発生を用いた環境水の水質調査について 

（生物） 

７ ケルビン発電機について（化学） 

８ セルロースナノファイバーの実用化（物理） 

９ アリの交替性転向反応について（生物） 

 

物理・化学・生物・地学・数学の5分野に分か

れ、様々なテーマで研究を行いました。 

なお、この９グループの中で、小水力発電の研究

をしたグループが、来年度の 8月に神戸で行わ

れるSSHの全国発表に出場します！ 

【和音】 

聞いて心地良い和音と

数学との関係は？ 

【鯖江断層】 

鯖江断層のことを知り

防災に役立てる 

【乳酸菌】 

乳酸菌で食品保存や日

焼け止めができる！？ 

【光触媒】 

光触媒加工した布を簡単

につくれるか 

【小水力発電】 

日野川を利用して発電

する！ 

【ウニと環境水】 

ウニの発生から水のき

れいさを探る 

【ケルビン発電機】 

水力発電とは違う、水を利

用した発電です 

【セルロースナノファイバー】 

強い竹ができれば、メガネフレ

ームがつくれるかも？ 

【アリの交替性転向反応】 

ダンゴムシと似た特徴のあ

るアリ。両者の違いは？ 

《生徒の感想》 

・難しい内容もあったが、興味の持てるものばかりだった。研究の進め方や発表の仕方など来年の研究の参考にしたい。 

・思ったよりも緊張した。他の班の発表をみて、着眼点や質疑応答の仕方など、学ぶところが多くあった。聞く人の方をしっかりみ

て発表できるとよかった。 


